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詳細は２ページをご覧ください。 

撮影 広報委員／今榮 満夫 撮影のためマスクを外しています。 
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◆
12
月
～
１
月
の
事
故
内
容 

令
和
４
年
１
月
末
現
在 

             

 

宝
塚
市
広
報
板
管
理
業
務 

 

宝
塚
市
広
報
板
管
理
業
務 

今
回
は
宝
塚
市
広
報
板
管
理
業
務
を

紹
介
し
ま
す
。 

宝
塚
市
内
の
各
所
に
設
置
さ
れ
て
い

る
広
報
板
に
は
、
宝
塚
市
か
ら
の
お
知

ら
せ
を
は
じ
め
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
情
報

告
知
の
ポ
ス
タ
ー
が
数
多
く
掲
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
類
の
貼
り

替
え
作
業
も
当
セ
ン
タ
ー
会
員
の
業
務

で
す
。 

           

毎
月
２
回
、
宝
塚
市
へ
広
報
板
に

掲
示
予
定
の
ポ
ス
タ
ー
を
取
り
に
行

き
ま
す
。
こ
の
ポ
ス
タ
ー
の
種
類
と

枚
数
を
担
当
会
員
ご
と
に
仕
分
け
す

る
の
は
岡
部
会
員
で
す
。
仕
分
け
さ
れ

た
ポ
ス
タ
ー
を
各
会
員
が
自
分
の
担
当

箇
所
に
掲
示
し
て
い
き
ま
す
。 

今
回
お
話
を
伺
っ
た
の
は
三
木
節
夫

会
員
で
す
。
「
私
は
自
転
車
で
移
動
し

な
が
ら
、
自
分
の
担
当
箇
所
の
ポ
ス
タ

ー
の
貼
り
替
え
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

初
め
の
頃
は
慣
れ
な
い
こ
と
も
多
く
て

時
間
も
か
か
り
ま
し
た
が
、
少
し
ず
つ

コ
ツ
を
覚
え
る
と
大
分
手
際
も
良
く
な

り
ま
し
た
」
と
話
さ
れ
ま
す
。 

そ
の
コ
ツ
に
つ
い
て
お
聞
き
す
る
と
、

毎
回
ポ
ス
タ
ー
の
枚
数
や
大
き
さ
が
異

な
る
の
で
、
見
や
す
い
よ
う
に
広
報
板

上
で
の
配
置
を
工
夫
す
る
こ
と
。
薄
い

紙
や
風
の
強
い
場
所
は
ポ
ス
タ
ー
が
剥

が
れ
や
す
い
の
で
、
押
し
ピ
ン
の
数
を

多
く
し
て
し
っ
か
り
止
め
る
こ
と
。
押

し
ピ
ン
が
地
面
に
落
ち
て
い
る
と
危
な

い
の
で
、
必
ず
周
辺
を
良
く
確
認
す
る

こ
と
な
ど
、
自
分
な
り
の
就
業
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ

の
他
に
も
効
率
よ
く
作
業
す
る
た
め
に
、

小
道
具
と
し
て
ポ
ス
タ
ー
を
仮
止
め
す

る
磁
石
付
き
フ
ッ
ク
や
押
し
ピ
ン
を
入

れ
る
小
さ
な
バ
ケ
ツ
を
活
用
す
る
な
ど

工
夫
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
就
業
の
や
り
が
い
な
ど
を
お
聞

き
す
る
と
、
「
今
ま
で
あ
ま
り
気
づ
か

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
宝
塚
市
か
ら
は

い
ろ
ん
な
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
を
い
ち
早
く
目
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
が
嬉
し
い
で
す
ね
」
と
の
お

話
で
し
た
。 

            

普
段
は
、
テ
ニ
ス
と
旅
行
が
一
番
の

趣
味
と
い
う
三
木
会
員
。
「
こ
の
業
務

は
自
分
の
ペ
ー
ス
で
就
業
が
で
き
る
の

で
、
趣
味
の
時
間
も
取
り
や
す
い
で
す
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

（
広
報
委
員
／
佐
野 

純
） 

 

前

年

度 

令
和
３
年
度 

 

２
件 

９
件 

損

害 
３
件 

４
件 

傷

害 

安
全
委
員
会
だ
よ
り 

12
月
・
１
月
の
損
害
事
故
お
よ

び
傷
害
事
故
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。 引

続
き
安
全
意
識
を
持
続
し
、

「
安
全
は
す
べ
て
に
優
先
す
る
」
を

合
言
葉
に
「
安
全
就
業
の
心
得
」

を
遵
守
し
、
事
故
の
無
い
よ
う
就

業
し
ま
し
ょ
う
。 

(

安
全
委
員
会)  

活
躍
す
る
シ
ル
バ
ー
会
員 

▲ 

▲旅行するのが楽しみ、と話す三木会員 

▲小道具類(赤丸印) 

▲ポスターの仕分け作業をする岡部会員 
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▲花壇管理業務 ▲空き地・空き家管理業務 

▲手除草業務 

多
彩
な
「
現
場
」
で
活
躍
中
、
元
気
な
シ
ル
バ
ー
会
員 

当
セ
ン
タ
ー
の
会
員
は
、
ご
覧
の
よ
う
な
多
種
・
多
様
な
就
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

働
く
こ
と
を
通
し
て
、
社
会
参
加
の
促
進
と
毎
日
の
生
き
が
い
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

 

▲チラシ配布業務 ▲植栽管理業務 

▲霊園管理業務 

▲子育て支援サービス業務 

▲ワクチン集団接種会場案内業務 

▲植木剪定業務 

▲筆耕業務 

撮影者 坂本会員 
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  ◆
障
子
・網
戸
張
り
替
え
講
習
会 

令
和
４
年
１
月
21
日
（
金
）、
午
前

９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
ま
で

当
セ
ン
タ
ー
１
階
の
作
業
室
Ｂ
に
て
、

障
子
・
網
戸
張
り
替
え
の
講
習
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 

当
日
は
講
師
と
し
て
芦
屋
市
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
活
動
さ
れ
て
い
る

空
谷
さ
ん
、
塩
谷
さ
ん
、
田
村
さ
ん
の

３
名
を
お
迎
え
し
て
、
午
前
中
は
障
子

の
張
り
替
え
、
午
後
は
網
戸
の
張
り
替

え
の
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。 

当
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
初
め
て
の
試

み
で
し
た
が
、
定
員
以
上
の
申
し
込
み

が
あ
り
、
当
日
は
11
名
の
会
員
が
参
加
。

講
師
の
皆
さ
ん
の
実
際
の
作
業
の
仕
方

を
見
学
し
た
後
、
丁
寧
な
指
導
の
も
と

自
分
た
ち
で
張
り
替
え
の
作
業
を
体
験

し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
は
初
め
て
の
体
験

に
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
徐
々
に
上
手
に

な
っ
て
い
く
様
子
が
伺
え
ま
し
た
。 

参
加
の
会
員
に
お
話
を
伺
う
と
、
ち

ょ
う
ど
自
宅
の
障
子
や
網
戸
の
張
り
替

え
を
考
え
て
い
た
の
で
、
ぜ
ひ
自
分
で

や
っ
て
み
よ
う
と
参
加
し
た
と
い
う
方

が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。
坪
田
会
員
は
、

「
以
前
に
網
戸
の
張
り
替
え
を
自
分
で

や
っ
て
み
て
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
の

で
、
嬉
し
い
講
習
会
で
す
」
。
松
本
会

員
は
、
「
ま
ず
自
分
の
家
の
障
子
と
網

戸
を
や
っ
て
み
て
、
上
手
に
な
れ
ば
仕

事
に
も
し
て
み
た
い
で
す
ね
」
。
難
波

会
員
は
、
「
講
師
の
方
が
親
切
で
、
と

て
も
わ
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
」
と
、

皆
さ
ん
は
な
か
な
か
楽
し
そ
う
で
し
た
。 

こ
の
講
習
会
は
参
加
希
望
者
が
多
か

っ
た
た
め
、
今
後
２
回
目
の
開
催
も
検

討
中
で
す
。 

        

  

◆
家
事
援
助
サ
ー
ビ
ス
講
習
会 

清
掃
講
習
会
を
実
施 

令
和
４
年
２
月
18
日
（
金
）、
午
後

１
時
30
分
か
ら
３
時
30
分
ま
で
当
セ

ン
タ
ー
３
階
大
会
議
室
に
て
「
家
庭
内

清
掃
の
方
法
と
作
業
ポ
イ
ン
ト
」
と
題

し
て
、
お
掃
除
サ
ー
ビ
ス
し
も
い
代
表

下
井
悟
氏
を
お
招
き
し
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。 

          

今
回
は
、
家
庭
内
清
掃
に
お
い
て
清

掃
前
の
注
意
点
や
心
構
え
、
掃
除
の
手

順
確
認
か
ら
始
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
汚

れ
の
種
類
と
効
果
的
な
清
掃
方
法
、
ま

た
、
水
回
り
（
台
所
・
浴
室
・
洗
面

台
・
ト
イ
レ
）
で
使
用
す
る
洗
剤
の
種

類
や
使
用
方
法
に
つ
い
て
基
本
的
な
こ

と
か
ら
学
び
、
会
員
７
名
が
受
講
し
ま

し
た
。

 

  ◆
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談
会
開
催 

ア
ピ
ア
１
・
３
階
会
場 

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ま

に
親
し
く
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
に
接
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
令
和

４
年
２
月
18
日(

金)

、
19
日(

土)

の

両
日
、
ア
ピ
ア
１
・
３
階
に
て
出
張
相

談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

相
談
会
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
予
防
対
策
を
施
し
た
上
で
、
事
業

開
拓
員
と
セ
ン
タ
ー
職
員
に
よ
る
入
会

案
内
と
入
会
相
談
お
よ
び
仕
事
の
依
頼

相
談
、
そ
し
て
会
員
手
作
り
手
芸
品
の

展
示
販
売
を
実
施
し
ま
し
た
。 

           

講

習

会

報

告 ▲押えゴムをはめ込む練習 

▲互いに協力し完成しました 

そ

の

他

啓

発

活

動 

▲出張相談会 

▲洗剤の種類や使用方法を学びました 
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◆
学
校
給
食
食
材
配
達 

市
内
の
小
学
校
へ 

令
和
４
年
１
月
28
日(

金)

、
市
内
の

小
学
校
４
校
へ
給
食
の
食
材
供
給
を
行

い
ま
し
た
。 

セ
ン
タ
ー
同
士
の
横
の
つ
な
が
り
を

活
用
し
、
養
父
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
会
員
が
作
っ
た
新
鮮
な
白
菜
を
当

セ
ン
タ
ー
会
員
が
各
学
校
へ
早
朝
に
届

け
ま
し
た
。 

             ◆
同
好
会
・サ
ー
ク
ル
紹
介 

現
在
２
つ
の
同
好
会
と
２
つ
の
サ
ー

ク
ル
が
活
動
し
て
い
ま
す
。 

興
味
の
あ
る
会
員
は
各
代
表
者
の
方

へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

●
同
好
会 

〇
テ
ニ
ス
同
好
会(

Ｋ
Ｔ
Ｃ) 

毎
週
木
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら
12

時
ま
で
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
で
プ
レ
ー
し
て
い
ま
す
。 

代
表
者 

名
和 

昌
昭 

０
９
０･

８
１
４
８･

０
３
８
１ 

 〇
ゴ
ル
フ
同
好
会(

一
喜
会) 

年
４
回
、
宝
塚
市
内
の
ゴ
ル
フ
場
で

コ
ン
ペ
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

代
表
者 

山
地 

純
二 

０
９
０･

７
７
５
６･

４
５
９
６ 

●
サ
ー
ク
ル 

〇
俳
句
サ
ー
ク
ル 

毎
月
第
３
水
曜
日
、
午
後
１
時
30
分

か
ら
４
時
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
３
階
大

会
議
室
で
開
催
し
て
い
ま
す
。 

代
表
者 

安
井 

修 

０
９
０･

３
８
７
４･

４
３
５
７ 

 〇
詩
吟
サ
ー
ク
ル 

毎
月
第
１
・
２
・
３
木
曜
日
、
午
後

６
時
か
ら
西
公
民
館
で
開
催
し
て
い

ま
す
。 

代
表
者 

嶽(

だ
け)

伸
行 

０
９
０･

４
９
０
１･

３
４
４
６ 

 

  ◆
良
元
ブ
ロ
ッ
ク
３
の
２
地
域
班 

と
ん
ど
焼
き
２
０
２
２
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
参
加 

令
和
４
年
１
月
10
日(

月
・
祝)

、
午

前
９
時
か
ら
11
時
ま
で
仁
川
小
学
校
運

動
場
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
、
仁
川
ま

ち
づ
く
り
協
議
会
主
催｢

と
ん
ど
焼
き
２

０
２
２｣

会
場
の
駐
輪
場
運
営
管
理
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。 

前
日
の
９
日(

日)

は
、
会
場
設
営
と

駐
輪
場
ス
ペ
ー
ス
の
設
営
に
５
名
、
当

日
の
駐
輪
場
の
誘
導
や
整
理
に
７
名(

良

元
３
の
３
地
域
班
か
ら
１
名
）
が
参
加

し
、
両
日
と
も
整
然
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
い
主
催
者
か
ら
感
謝
の
言
葉
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

当
日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
来
場
者
も

数
多
く
訪
れ
ま
し
た
。
会
場
で
は
和
太

鼓
の
演
奏
も
あ
り
賑
や
か
な
雰
囲
気
で

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
新
し
い
年
の
災

い
を
追
い
払
い
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
が
退
散
し
、
こ
の
一
年
間
が
無
病
息

災
で
希
望
に
満
ち
た
年
で
あ
る
こ
と
を

願
う
活
動
と
な
り
ま
し
た
。 

   

◆
会
員
の
状
況
（１
月
末
現
在
） 

会
員
数
・
平
均
年
齢
は
１
月
末 

入
退
会
者
数
は
12
月
～
１
月  

          

会 員 数 ９１３名 

(男性会員数) ６５１名 

(女性会員数) ２６２名 

入 会 者 数 ２４名 

退 会 者 数 １５名 

平 均 年 齢 ７４.２歳 

ペチュニア 

就業会員募集 
 

当センターでは下記就業会員を 
随時募集しています。 

 
☆手除草就業会員 
☆チラシ配布就業会員 
☆清掃業務就業会員 
☆家事援助業務就業会員 

 
就業を希望される方は事務局まで 
お問合わせください。 

地

域

班

だ

よ

り 

事

務

局

だ

よ

り 
同

好

会

だ

よ

り ▲学校別に仕分けられた新鮮な白菜 
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就業マナーを心がけましょう 
当センター会員の仕事は、発注者の方や市民の皆さまとの関わりが多く、接遇やコミュニケーシ

ョンは欠かせないものです。また健全な状態で働くことは就業者の務めであり大切なことです。シ

ルバー人材センターの会員として、より良いサービス提供につながるように心がけましょう。 

 

・就業マナーの基本は「相手への思いやり」 

①人に迷惑をかけない 

②人に敬意をはらう 

③人に好感を与える 

・就業上の接遇マナー５つのルール 

①表情    ⇒笑顔が基本 

②身だしなみ ⇒一番大切なことは清潔感  

③挨拶    ⇒挨拶は「自分から心を開き相手に近づくという行為」 

④言葉使い  ⇒敬語が基本 

⑤態度（立ち居振る舞い）⇒状況に応じた、ふさわしい行動  

・健康管理に留意し万全な状態で就労につく 

①充分な睡眠をとり、朝疲れが残らないように 

②仕事に集中できていないと感じた時は危険信号、適切な対応を！！ 

深呼吸や軽い体操でリラックス、小休憩をとるなどして気分転換を 

令和４年度第１回就業相談会を開催 

未就業の方を対象として就業相談会を開催します。相談をご希望の方は、あらかじめ予約が

必要ですので、下記にてお申し込みください。 
 

１．相談会開催日   令和４年４月２１日(木) 午後１時～３時 

２．開催場所     宝塚市シルバー人材センター３階大会議室 

３．申込方法     当センターに電話または来所にてお申し込みください。 

４．電話番号     TEL: 0797(81)7000 FAX: 0797(81)7040 

５．対象者      未就業の方が対象です。 
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俳 
 
 

句 

熟
れ
柿
の
残
り
し
空
に
月
注
ぐ 

❤
川
嶋 

兼
雄 

演
者
見
る
幾
百
人
の
マ
ス
ク
顔 

❤
近
藤 

信
一 

小
春
日
を
泣
き
笑
い
し
て
喜
寿
の
会 

❤
中
嶋 

諒
子 

￢
宇
宙
な
う
」
地
球
の
神
秘
星
冴
ゆ
る 

❤
橋
本 

千
津
子 

短
日
や
老
い
た
る
を
知
る
登
り
坂 

❤
羽
山 
淳
子 

寒
灯
に
オ
カ
リ
ナ
の
音
の
身
に
沁
み
て 

❤
安
井 

修 

   

☆ 

絵 

手 

紙 

☆ 

🖊🖊
羽
山 

淳
子 

編 

集 

後 

記 

「
平
均
寿
命
」
で
は
な
く
て
、
「
健

康
寿
命
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
り
ま
す
。

平
均
寿
命
が
「
誕
生
し
て
か
ら
亡
く
な

る
ま
で
の
期
間
」
を
表
す
の
に
対
し
て
、

健
康
寿
命
は
「
心
身
と
も
に
自
立
し
、

健
康
的
に
生
活
で
き
る
期
間
」
の
こ
と
。

▲
厚
生
労
働
省
に
よ
る
と
、
最
新
の
日

本
の
健
康
寿
命
は
男
性
７
２
・
６
８
歳
、

女
性
７
５
・
３
８
歳
。
世
界
で
は
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
に
つ
い
で
第
２
位
。
３
年
前

よ
り
も
更
に
伸
び
ま
し
た
。
厚
労
省
が

健
康
寿
命
の
延
伸
に
力
を
入
れ
る
の
は
、

高
齢
者
が
介
護
・
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
使

う
機
会
が
減
り
、
保
険
料
問
題
の
解
決

に
も
繋
が
る
と
い
う
理
由
か
ら
。
▲
ち

な
み
に
当
セ
ン
タ
ー
会
員
の
現
在
の
平

均
年
齢
は
７
４
・
２
歳
。
取
材
な
ど
で

お
会
い
す
る
皆
さ
ん
の
元
気
さ
を
考
え

る
と
、
会
員
の
健
康
寿
命
は
日
本
の
平

均
よ
り
、
も
っ
と
長
い
よ
う
に
感
じ
ま

す
。
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
す
が
、
こ
れ

か
ら
も
元
気
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
広
報
委
員
／
佐
野 

純
） 

    

☆
投
稿
の
お
願
い 

会
員
の
広
場
に
掲
載
す
る
絵
画
・
写
真
・

旅
行
記
な
ど
会
員
の
投
稿
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。 

 
 
 
 
 

（
広
報
委
員
会
） 

会

員

の

広

場 

☆
就
業
報
告
書
提
出
の
お
願
い 

就
業
報
告
書
の
提
出
は
、
就
業
完

了
後
、
ま
た
は
翌
月
の
３
日
ま
で
に

提
出
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

就
業
報
告
書
を
郵
送
さ
れ
て
い
る

会
員
の
方
は
、
昨
年
10
月
よ
り
普

通
郵
便
の
土
曜
日
配
達
の
休
止
に
伴

い
、
１
日
早
く
投
函
す
る
な
ど
ご
負

担
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

配  分  金 

支払い日のお知らせ 

 

3月就業分  4月15日(金) 

4月就業分  5月13日(金) 

5月就業分  6月15日(水) 

前
回
号
の
記
載
訂
正
に
つ
い
て 

４
ペ
ー
ジ
の
寅
年
ア
ン
ケ
ー
ト
３
段
目
右
側 

誤 
 

長
尾
２
の
２ 

正 
 

長
尾
２
の
１ 
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日常でお困りのことはシルバー人材センターにご相談ください 
高齢者の知識と経験を活かして、様々な仕事をお引き受けしています。依頼内容によっては対応できない

仕事もありますので、まずお電話でお問合わせください。TEL 0797(81)7000 

 

 

 

 

   

家事援助サービス 
・室内清掃 
・窓ガラス・網戸・換気扇など清掃 
・食事の支度・洗濯 
・網戸などの片付け手伝い 
・ゴミステーションの掃除 
・買い物…など 

事務サービス 
・あて名・賞状書き 
・パソコン操作指導 
・原稿づくり…など 

お庭の手入れ 
・植木剪定・施肥 
・植木の水やり 
・雑草刈り(機械・手刈り) 
・庭の掃除…など 
＊植木の剪定は毎年３月から年間予
約(４月から３月)を承っていま
す。 

空き地・空き家管理 
・外観点検 
・清掃 
・郵便物の確認…など 
 

 
 

子育て支援サービス 
・子どもとお留守番 
・イベントやセミナーでのお子
さまの一時預かり…など 

＊２歳以上からお預かりしま
す。(但し所定の条件有り) 家屋の手入れ 

・簡易な大工仕事・塗装 
・家具の組立…など お墓の掃除 

・水洗い 
・雑草刈り 
・献花…など 

お問合わせ先：公益社団法人  宝塚市シルバー人材センター  

〒665-0827宝塚市小浜2丁目1番1号 TEL.0797(81)7000  FAX.O797(81)7040 

http://www.sjc‐takarazuka.or.jp  

  

 

 

 

シルバー人材センターの会員になるには 

◎会員の条件 

宝塚市在住の６０歳以上の健康で働く意欲のある方で、シルバー人材センターの趣旨に賛同していただ

ける方。 

◎入会方法 

入会説明会は毎月第４月曜日午後１時より開催していますので、事前に予約の上参加してください。 

入会申込書・顔写真などの必要書類の提出と、会費(年額2,000円)の納入で会員となります。 

 

☆ワークサポート宝塚内（宝塚駅前ソリオ２・７階）にてシルバー人材センター案内＆相談出張所を開

設しています。シルバー人材センター相談員が専用ブースで入会相談にお答えします。 

開催日時 毎月第１・第３水曜日午前１０時から正午まで 

 

*ご興味のある方は、まずはシルバー人材センター事務局までお電話か、ワークサポート宝塚専用ブースま

でお問合わせください。 

シルバー人材センター会員募集 就業などを通じて社会参加しませんか 

宝塚市シルバー人材センター 🔍🔍検索 
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